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(C) 2018. Industrial Value Chain Initiative

個別化、多様化への対応

モノ によるバリエーション

企画 設計 生産 販売 利用 修理 廃棄

生産 販売 利用 修理 廃棄

販売 利用 修理 廃棄

（ドイツ流）

利用 修理 廃棄

コト によるバリエーション

利用 修理 廃棄

販売 利用 修理 廃棄

生産 販売 利用 修理 廃棄

企画 設計 生産 販売 利用 修理 廃棄

・・・ ・・・ ・・・

販売した後でもさまざま
な「コト」に対応して製品
の機能が負荷される。

単なる付加サービスだと差別
化できない。製品に組み込ま
れたサービスであること。

マスカスタマイゼーション

オープンカスタマイゼーション
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(C) 2018. Industrial Value Chain Initiative

モノづくりとサービス業の生産性

ランド

ひと

ひと

ひと

テンポ

テンポ

テンポ

テンポ

ひと

ひと

ひと

ひと

工場

工場
工場

工場

ＩｏＴセンタ

ひと

ひと

ひと
モノ

モノ

モノ

モノ

ネットワークでつながると
モノづくりはサービスとなる
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(C) 2018. Industrial Value Chain Initiative

サービス社会における製造業

大量生産の時代

大企業

中小企業

モノづくり

個別化、多様化の時代

中小企業

大企業

モノを介したサービス

お金の流れ

中小企業は
大手からお
金をもらう

お金の流れ

中小企業は
多様なニーズ
に対応する

常に変化する中小企業

基盤を支える大企業
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(C) 2018. Industrial Value Chain Initiative

水平分業の構造

生産要素仕掛品 製品または半製品

ワークセンタ

コト

コト

コト

コト

“コト”のサービス化

ＩｏＴプラット
フォーム

品質情報
工程情報
・・・

仕掛品

半製品

仕掛品
仕掛品

仕掛品

半製品
半製品

半製品
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(C) 2018. Industrial Value Chain Initiative

ものづくりをとらえるための基本軸

（顧客側）

（供給側）

製品軸（モノ）

（顧客側）
（供給側）

タイプ（汎化側）

インスタンス
（個別側）

知識軸

Ｐ Ｄ Ｃ Ａ 活動の
視点

Ｍ

資産の
視点

Ｍ

Ｍ

Ｍ Ｑ
Ｃ

Ｅ
Ｄ

管理の
視点

活動（Ｐ計画、Ｄ実施、Ｃ解析、Ａ改善）
資産（Ｍひと、Ｍ機械、Ｍ材料、Ｍ方法）
管理（Ｑ品質、Ｃ原価、Ｄ納期、Ｅ環境）
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(C) 2018. Industrial Value Chain Initiative

ＥＲＰ

ＥＲＰ

ＥＲＰ

製造業PF

製造業PF

製造業PF

製造業PF

クラウド
連携方式

データはクラウドＥＲＰ
側に一度保存され、必
要に応じて配信される。

(a) 階層制御（トップダウン）型

エッジでＥＲＰ（Edge driven Resource Planning）

製造業PF

製造業PF

製造業PF

製造業PF

製造業PF

ハイパー
コネクション
サーバー方式

データはエッジ側にて
管理され、必要な部分
だけ直接配信される。

(b) 自律分散（相互連携）型

Dynamic Private 
Network (DPN)
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(C) 2018. Industrial Value Chain Initiative

生産現場
ＭＥＳ

設備、生産ライン
ＰＬＣ／ＳＣＡＤＡ

ＥＲＰ

クラウド

クラウド

従来の方針

全社
システム

設備

材料

作業者

指示書
検査書

ＥＲＰ

製造
プラットフォーム

設備、生産ライン
ＰＬＣ／ＳＣＡＤＡ設備

材料

クラウド

生産現場
ＭＥＳ

目指す姿
全社
システム

エッジ側にあるリアルなデータで勝負する！
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(C) 2018. Industrial Value Chain Initiative

仮想化とモノ化との違い

リアル（モノ化）

確実、確約、
しかし低効率

コンテンツ
手順やノウハウ
疑似体験

クラウドアプリ
デジタルツイン
SDN/NFV

バーチャル（仮想化）

任意のスケール化に対応
事後カスタマイゼーション
リモート管理、デプロイ管理
リソースシェア、資源効率化

仮想化デジタルの特徴

高次元セキュリティ
ロバスト性、安定性、信頼性
多様性の許容
隠ぺいの容易性

リアルデジタルの特徴

Security and Reliability 
Accountability and Responsibility
Traceability and Liability 

アナログ デジタル

= Real digital
リアルなデジタル

サイバーフィジカル
組込ソフトウェア
SoC/FPGA
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(C) 2018. Industrial Value Chain Initiative

リアルなデジタルの世界を切り拓く

事業者 事業者 事業者 事業者 事業者

仮想化

バーチャル
な世界

対
応
づ
け

無
し

レイク

リアル
な世界

対
応
づ
け

有
り

モノ＝情報＝データ

Real Digital
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(C) 2018. Industrial Value Chain Initiative

つなげるための“ゆるやかな標準”

個別辞書
の展開

共通辞書
の整備

辞書利用
の調査

新たな辞書
の検討

個々の現場で個別の
実情にあわせて共通
辞書を活用する

個々の現場で実際に利
用された辞書と個別に定
義された内容を調べる

頻度の高い用語につい
て名寄せを行い共通辞
書への追加を検討する

定期的に共通辞書の
内容を見直し互換性
を考慮して更新する

ステージ１

ステージ２

ステージ３

ステージ４

共通
辞書

索引
index

競争的協調領域（Open&Closed）

内容
content

競争領域（Closed）

形式
format

協調領域（Open）

シンタックス／フォーマッ
ト／オントロジー／表記
要素／メタデータ

パラメータ／計測データ／ノウ
ハウデータ／設計データ／加
工データ／予実データ

辞書／カテゴリ／プロファイ
ル／カタログ／スキーマ／イ
ンデックス／インタフェース
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(C) 2018. Industrial Value Chain Initiative

プラットフォーム間の連携

アプリ アプリ

設備
デバ
イス

API/SDK

API/SDK

Ｘ社製の
プラット
フォーム

機器

HCT HCT アプリ

設備
デバ
イス

API/SDK

API/SDK

Ｙ社製の
プラット
フォーム

機器

アプリ

HCS

HCS

HCS

ハイパーコネクション
サーバー

ハイパー
コネクション
ターミナル

サービス
プロファイル

データ
プロファイル

①

サービス
リクエスト

②

データ
コンテンツ

③

サーバーは分散管理
事後的に拡張可能とする

プラットフォーム
の相互乗り入れ
を可能とする
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(C) 2018. Industrial Value Chain Initiative

データ連携のためのプロファイル

コンポー
ネント

コンポー
ネント

ロジック

ロジック

ロジック

個々の
メッセージ

メッセージ
プロファイル

☑・・・・・・
☑・・・・・・
☑・・・・・・

選択

サービス
プロファイル

データ
プロファイル

通信
プロファイル

セキュリティ
プロファイル

契約
プロファイル

送信内容
を規定

契約プロファイルは、あらかじめデータを流通させるにあたっての権利関係や対価
の支払いに関する合意を行うために、あえてオフラインでその内容を2者間で設定
または選定しておきます。
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(C) 2018. Industrial Value Chain Initiative

つながるものづくりのためのＩＶＲＡ

スマートな
ものづくり単位
（ＳＭＵ）

サプライヤー

HCT

HCT

HCT
物流センター
（ＳＭＵ）

客先工場
協力工場（ＳＭＵ）

役者／モノ
情報／データ

スマートな
移送単位
（ＰＬU）

ID ¥

ＰＬU

ID ¥

ＳＭＵ

ＳＭＵ

連携
管理

HCS

HCT

連携
管理

ハイパー連携
サーバー
（ＨＣＳ）

ハイパー連携
ターミナル
（ＨＣＴ）

ＰＬU

ID
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(C) 2018. Industrial Value Chain Initiative

ＳＭＵ連携で物・情報・お金の統合

データ

サイバーコンテナ（PLU-C）

請求
¥

ID

モノ 情報

フィジカルコンテナ（PLU-P）

ひと

ID

お金
¥

ブロックチェーン
ID

金融機関

スマートな移送単位（PLU）

スマートな
ものづくり
単位（SMU）

スマートな
ものづくり
単位（SMU）

サイバーな
世界

フィジカルな
世界

ユニークなＩＤで
対応づける
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(C) 2018. Industrial Value Chain Initiative

ご清聴ありがとうございました。
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